
∞
・
=
母

薄

―
一

<
回

担
『 回

(
幽

駅
式
州
E
怖
増
(
』
再
峰

耐

矩
対

O
V
′

蜂
神

G
求

対
代

望
報
緯
や
軍

る
相

■
°

相
牛

′
1
)
附
E
A
」
′
R
回

く
く

は
式

G
A
J
掬

軍
や

拘
ミ

V
と

楔
代

報
緯

0
と

楔
役

ど
ヽ
■

へ
°

学
四
 
蛙

ぐ
寝
将

G
k
′

幽
駅

朴
や
製

組
お

▼
′

H
は

G
韓

■
卜
卿
超
くH

G
I
J
A
」
伸

簿
釈

O
V
と

"

0
楔

°
パ

畑
l
G
世

逆
1
蝶

G
く

や
終
約
′い

0
収

G

穐
や
窯

金
楔
V
▼

榔
ぷ
用

|
【翠

眠
G
紙

葉
や
難

0

V
と

楔
お

′
照

ほ
《

朴
G
辞

眠
簿
怒
忘

や
t
H
・遵
株

騨
ネ

択
対

終
『 様

事
E
E
I
く目

眠
駅

飛
』

や
蜂
照

0

▼
と
や
A
J
小)
で
」
ヨ
卿

る
相

0
楔

°
や

卜」
や
餓

茶

測
劇

G
ト

ペ
く
や

‐
や

■
や

よ」
A
l
望
樽
金

′
紙

葉

や
絡

く
や

る
程

台
『 息

ぷ
R
F
眠

対
ば
無
』

A
」
3

かい
く

続
や
地

V
D
"
G
楔

°
や

ミ
終
式
帥
t
g
R
望く

や
拘

Q
糸

ど
や
■

°

R
田

く
R
眠

式
G
世

廷
′

体
K
～

‐
望

と
柄

お

楔
°
ぐ

榔
や
贈

盤
0
楔

より
剣

G
や

る
3
0
楔

S
0

楔
熙

樽
難

ミ
よ

や
′
《
熙
頓

ぷ
冬
陣

へ
G
楔

や
■

°

卜
さ
御

や
雲

望
B
1
4
●批

尽
終
特

0
縦

や
や
富

巡
や

は
W
′

(
洲

逆
′卜

"
ハ

ふ
や
0
楔

°
眠

学
て
や

糸

樽
ど

ミ
笹

と
と
や

る
対

■
笠

望
車

とヽ
お

楔
°
ズ

岬
l
駅
ほ
《

担
小」
A
〕や

ヽ
足
《

様
選
■

や
樽
対

る
′G

撻
0
担

鳴
S
柏

0
楔

°

(
把

 
終

担
々

即
朴
伸

帥
躍

」
O
w
と

、
小

°

ま
帥

G
■

や
く

題
G
々

酎
け
峰

蕊
′
翠

く 【
終
約

G

ヽ
′や

望
横

翻
中
ば

ど
′

や
ミ
や

約
G
ヽ

′ゃ
望
熊

s

綱
カミ

▼
と
V
G
ミ

°
怒

里
′
軽

目
く 望

い
る
▼
樽
ぷ

O
V
と

ヽ
■

°
悪
瑚
E
望
目
(
き
や
や

0
楔

拘
G
糸

ど

笙
|
ベ

ベ
田
貯

G
基

驚
・
巡

鐘
《
眠

訳
や
■

°
栂

t
E
E
に 望

る
楔
黙
医

G
照

終
細
郎

O
W
′

さ
歴

D
W

拘
▼
′

I
R
ば
や
ぷ

や
ヽ

ゆ
楔
報
轡

拘
く
終
縮

Щ
望

眠
0
よ
り
や

S
W
ヨ

V
よ
)
樽
V
樽

ゆ
▼
ゃ
ヽ

い
楔

金
′

訳
帥

担
よ)

く
や

望
《
地

樽
ゃ

卜
K
ふ

‐
や

く
ミ
里

叶
′く

や
G
冬

対
政

とヽ
ぬ
楔
°

眠
回
(
《

眠
窓

G
数

逆
空
明
くЩ

球
怒
螢
に

G
・ E

l
l
l

岬
望

とヽ
D
楔

°
と

い
糸

担
製

純
や
刺

‖ ‖ 田や
ミ

▼

と
楔

小」
利

終
′
照

E
E
l
(
や
い
と
望
製

より
0
楔

G
役

対
′
《

純
樽
鯉

鮒
申
ば

ど
榔

0
楔

°
恨

卿
や

燕
朴

球
m
拒

拒
や
悪

謡
想

僻
G
偶

細
や

O
W
と

楔
G
や

■
終
′
ぐ

回
G
式

劇
8
終
回

・
辞

答
・
く

ヽ
逆
叶

カミ

楔
濃
翻

担
《

拘
と
や
■

°
蝉

慈
球

望
ヽ

製
後

や
K

答
式
綱
8
担
′
Ⅲ咄

憶
叫
張

本
豊

G
田

(
逆

A
J
S
 
W

担
尽

倉
W
G
翌

盛
や
■

°
く
ドヽ

役
軽

彊
(
望
用

ゃ
A
」

よサ
ぐ
相

や
挙+
!
く
や

と
樽

と
革
:
まミ
ヤ
′

情ドこ っも D
:
ミSミ“ミ ドにF

「千
■
'=■

下
F「 〒

〒
・=干

了
子riTT千

TT千
丁
干
T

円
0
▼

1
鯉

逆
判

く
や

る
純
楔

と
対

車
S
W
と

や

A
」A

J
や
や
■

°

韓
操

 
よ
J
G
■

や
|
く
役

む
即
X
や

′
や

G
岳

や
や

′
H
t
t
A
」州

る
選

逆
料

楔
樽

と
酎
朴

や
′

幽

駅
翌

眠
(
蜂
球
競
榔

:
用
ゼ
ヨ
樽
醸
票
整
韓

G
や

終

G
楔

世
ギ

望
Ⅲ

棋
m
I
I
ゃ 知

G
耐

暗
望
は

約
ミ

楔
瑠

眠
)
や

岱
《

D
▼

純
榔

0
楔

°

や
A
」や

円
終
担
′
頭
眠

終
世

肛
重
′
割

題
還

望

勺
G
ヽ

′や
望
瑠

り
や
終
円

と
′い

′
辞

眠
壇
蕊

冬
恐

黙
対

い
裏

や
さ

即
逮

ヽ
ぺ

|
l
k
ヽ
や
難

S
▼

純
相

0
投

°
や

G
い

擬
や
幽
駅

翌
眠

中
咲
螺

豊
望
く
焦

■
時
対

と
↑

)
」 A
J
や
(
鯉

g
望

字
や
拘

G
余

ど
望

ギき
0
ポ
貿
G
i
」
′ 
|

Pヽ
」 く
H
く無キ

G
麟
ミ
掃き
わ せ
犠出

G
瑠

眠

や
■

°
い
憩

約
ミ

や
眠
柴
窓

終
《

純
V
′

批
騨

機

G
田

耐
望
笙
瑠
眠

G
A
)
円

終
ヽ
V
耐

は
約
ミ

V
る

▼
′
翠

(
珊
螢

G
峰

ぷ
対
担
)
チ
」
対

G
郎

朝
E
冊
終

念
糸
S
ヽ

お
楔
°

A
)
ミ
や
運

Щ
畳

逆
押
態

O
W
怠

や
図

逆
め
′
当
型

G
ナ
J
G
瑠

終
蕊

る
楔

G
役

ぐ
′ぃ

A
J
る
′い
捜

昧
や
ヨ
■

卜」
円

終
や
純
榔

0
楔

°

ぐ
回

G
眠

田
(
G
世

空
眠
ほ

窯
田

G
巡

黙
登

G

末
卜
ヽ

K
望

る
相

D
楔

°
と

い
つ

難
ミ

G
世

題
釈

や
眠
熙

照
縦

終
灼

G
瑠

糸
裏

金
′

や
ぐ
や

ぐ
出

ミ

熊
や

や
樽
A
」回々

″い
G
や

■
終
′
ぐ

国
G
空

′
眠

基

起
こ

樽
G
役

対
と
,
いば

無
■

や
題
約
叫
v
難

ミ
柄

お
報
°

や
つ
は

照
k
G
厳

ぺ
,
|
ふ

一ヽ
生
後

と
や

望
く

拘
る
°
は

照
性

担
「 《

馳
暮
」

A
J
と
冷

ヽ
ナG

樽
慨

翠
課

l
l
韓 や

ギ
I
R
G
ば

照
R
I
E
l
終ヨ
■

ゼ
ミ

s

望
′

「
|
|
|
ム ー

‐
ミ

G
雄

暮
」

G
ヽ

′い
や

l
1
8
1
豊翻

韓
や
照
ほ

A
」<
基

や
■
駅

蝶
饗

雷
逆
ヨ
■

よ)
対

望

く
E
酎
ミユ

0
▼

0
榔

0
楔

G
や

′
宝車

住遵
D
楔

難
ミ
や

剖
ミ
拘
樽

と
や

レ
|
|

トヽ
ペ
岬

金
望
|
|
|
く歴

や
瑠

(
惟

導
G
批

尽
齢
群

抱
ヨ

D
V
か

ヽ
G
 
t
t
 
G
や■

°

や
G
楔

貧
ぶ
疑

球
や
く
棋
《

A
」車

る
′
に
H
E
l
`
瑠

鎌
や
牛

担
▽

神
G
程

代
終
牛

と
無
く

る
楔

G
終

株

t
E
B
望想

矩
や
0
収

°

墨
幹

・
終

選
却

ほ
口

(

ギ
【
 
幽

・E
X
■
や

“
へ

0
パ

帥
や

樽
《
小

や
A
」 ′

《
約

と
パ
帥

題
角
′
翠
く
H
G
鎧

腫
終
眠
ぺ

ヽ
■
°

さヽ
く に
くH

宝笠
後

マヽ
G
楔

ぐ
望
構飛

お●
中 高
Ⅲ ふ

G
や

′
羽
回田革

起
料S

中 高
ミト
回く
方《

ポき
るヽ

さ
く H

G
【ヽ
特 告

け
‐く

G
構
飛
お●

宗つ

は
メく

や
°

世
A
」ぺ

笹
理

配
ポ
は

や
つ

′
さ
は

G
‐

ト
ト

G

<
楔

や
趣
や

や
ぐ
く
′

回
照

や
G
や

G
続

編
拘

ヽ

お
程
°

|
|
十 回
巡
笠

お
る
望
終
張

円
艦

l
I
I
雫終

′
組

・8
‐ 榔

や
岬
‖

や
′
飛
判

担
蚊

や
ぶ
翠

望
く

0
楔

°

婦
軍
組

や
楔
▽

約
く
蝶

柄
S
相

お
程
°

本
体

や
ト

や
用
ギ

望
樽
金

"
■

A
」
と
ゃ

る
ぐ
樽
埋

韓
や

環
0

"
■

G
や

′
や
ミ

逆
検

墳
■

や
く
楔
や

G
や

地
や

つ
総

奈
ぶ
ヽ
■
°

ぷ
規

|
|
1
出批

尽
つ
ぷ

劇
I
終
《
拘

と
G
や

■
終
′

縄
投

縮
G
怒

式
翠

逆
峰

▽
相

や
足
′
く
ド
や
つ

‖
や

|
1
世
肛
笠

お
と
冬
ミ
S
ヽ

■
代
さ
′
洲

営
担
A
」
▼

や
く
態

や
か
楔
°
様

歴
G
式

帥
韓

型
G
耐

相
つ

′

ぷ
控

G
く

A
」
1
鯉

望
‖

字
峻

l
E
「 望
熊

Ⅲ
W
や

な
と
′

埋
韓
革
球

0
相

0
収

°

一
一

基
驚

・
巡
盤
A
」眠

回
(
や

空
(
駅

畳
樽
岬

と
担
ミ

0
相

■
へ
°

業
蟹
 
基

驚
・
巡

螢
G
枯

導
終
′
ぐ

約
′い

神
G

V
と

や
G
奈

′
終

望
煙
葛
▽

へ
冬
憑

樽
と
G
や

■
°

こ
奈

相
却

榔
ぶ

禅
と

′
ヽ

A
」

倉
ヽ

′ゃ
A
J
小

や
辞

ぐ

G
翻

純
終

神
る
相

榔
眠

回
く

や
瑠

ぺ
楔

°

い米睡学

ヽい



る
ぐ

る
ぐ
下さ
津ぎ
ミ R

′
宝志

望
V
《‖

l
やユ
く K

対十
率 革
′
摩ミ

驚
<
眠

式
や
料
や

」
後

ゆ
楔
劇

■
′や

最
蕪
や

終
担

世
G
V
と

ヽ
■

°
M
望

岱
《
相

終
型
"
《ヽ

お
紀

ヽ

黒
°

(
や

楔
▽

約
く
ヨ

ヽ
0
程

°
や
や

や
Q
ミ

S

望
担
′

や
担

3
S
楔

と
知
冷

樽
0
楔

G
t
t
A
」
と
′ざ

ぐ
望
翠
熊
■

や
や

G
t
t
E
t
t
G
ミ

A
」
と
,
い
よ)
A
J
終
′

約
′い

や
終
楔
や

G
葛

′い
樽
煮

縮
G
く

極
望
廼
蛭

や

さ
樽

と
控

0
無

■
や

G
や

■
°

(
宅

 
基

驚
・
尽

選
G
偶

細
え

障
ぷ

終
ヽ

赳
倉

恐
ミ

V
と

神
と
K
図

電
と
ぐ

る
ぐ
ミ

や
対

政
と
榔

■
°
パ
畑
I
・
ぶ
式

G
卜

さ
―

ヽ
始
樽

二ヽ
相

′
帥

ミ
役

ど
や
製

と
冬
ど

や
ヽ
メい

樽
′

望
鳴

冬
篤
《

樟

終
ふ

と
A
)
A
」学

′
ぷ
ゼ
縛

飾
G
環

瑚
E
I
w
r
悪終

喪
S

樽
と
卜」
刺
や

1
0
へ

つ
0
ミ

相
や

く
°
増

や
樽
博

く κ
輯
相卜

導持
終
翠さ
留鷲

望
整

く
や

る
や
軍ミ
代二ヽ

さ
く
κ
望
影《

劇
E
終
勺
′い

る
′い

や
ヽ
K
ふ

ん
や
叶
よく

や
G
代

′
と

ぐ
と
で
樽
榔

国
終
飛

や
ミ
ど

や
■

°
ぐ

国
′
R
回

《
《

眠
式

G
ヽ

′や
樽
K
t
t
G
式

帥
A
」
各
′い
帥

運
終

ヨ
V
t
t
 
V
′

A
)
ミ
冬
お
お
《

A
」D

や
担
基
驚

・
尽

鎖
や
様
寒

蚊
岳

瑠
G
ヽ

牟
樽
【

出
剰

G
翠

は
A
」 ′

K
ぶ

G
襲

雌
剰

G
翌

眠
や

ミ
盛

0
樽

箱
さ
′
ぶ

式

字
軽

里
・
軽

目
く 逆

約
′い

対
冬
年

余
や
黙
眠

お
V
と

v
卜
」
対

望
樽

や
A
J
車

ゆ
V
と

柏
■

°

業
睡
 
基

驚
・
業

選
G
ミ

刺
′
軽

獣
細

組
つ

様

0
と

謡
埋
控

凹
や

楔
V
拘

く
瑠

拘
ヽ

0
楔

°
よ

地

▽
翠

く κ
K
H
時
終
蕊

る
楔
式
‖
E
t
t
A
」回々

とヽ
■
°

蒋

G
」

′
聴

蝶
鮒

G
揮

円
糸
′
蝉
式

緯
ぷ
や
つ

A
J
里

0
楔

対
壇

l
t
搬
択

黙
組

役
A
」糸

′
や
′い

と
,
い約

柏

れ
"
樽

ゃ
G
終

瑠
純
程

代
金

望
空

K
I
H
せ 剣

O
W
′

基
驚

彗
と

0
報

と
勺
′い

投
G
 
t
t
 
G
へ ′ 

1
選

G
く

里
煮

冬
S
学

■
る
ヽ
′や

樽
さ

や
や

ム
ー
'
卜終

単
程

G
V
純

相
Ⅲ

く
°

竹
〕卜ヽ

卜
や

卜
l
R
t
t
A
」と

,
ぃ
さ

“
ぺ
や
0
冬

連
総

さ
樽

る
°
ぐ

回
A
J
 
G
帥
電
く や

婚

熟
D
V
と

▼
親

′
基
驚

望
ほ

D
V
笙

や
ム
ー
'
卜終

鎌
ど

や
る
G
や

■
°

慕
控

 
基

驚
・
巡

韻
G
世

空
け
煙
S
電

困
け
峰

ぷ
終
際
苺

や
か
楔

ヽ
黒

°
洲

控
G
驚

I
R
‖
叫
′
ぶ

式
里

洲
役

G
楔

《
皿
′

や
ミ

や
ミ

G
州

ぶ
逆

と
や

学
憑
樽
ど

ミ
毎

る
告

樽
る
<
望

や
G
t
t
R
終

樽
と

楽
髄

や
瑠

約
▼
D
t
t
 
S
 
t
t
 
G
や■
° 

 
 
 
 
 
 
私

ど
ミ
灼
や

′
憩
対

世
尽

担
郁

G
日

世
国
十

1
くへ

や
′
ヽ
役

慨
鵬

竹
く

ヽ
′
く

回
終
や

ミ
聖
約
蕊

る

V
と

樽
ミ

や
楔
°
終

ミ
終
瑠
漏

!
ト ト

′卜
Gヽ
く

世

斗
′
代

や
■
ど
′

体
K
―

ユ
終
提

賦
望
や

や
1
世

し
さ

と
望
製

拘
V
と

楔
S
約

′い
や

O
w
O
榔

S
w

と
楔

へ
°

や
力い

や
スく

や
A
」
′

(
榊

■
G
I
H
I
と

A
J
t
t
E

′やヽ
′い
樽
世
田
逆
練
対
O
W
と

や
G
や

■
°

ぐ
回
G
R
回

(
や

′
【
題
起
ぷ
壇
豊

望
〔
や
基

倉
0
ミ

牛
望
導
増
D
V
と

W
′

軽
目
(
各
撃
揺

や
担

代
金
榔
伸
く
°
医
市
R
I
M
P
革
や
つ
酢
謡
緯
畑
臨

虹

飾
終
|
|
|
い つ

1
封 や

′
対
金
鳴
ぺ
牛
怒
緯
担
か
ヽ
や

A
J
る
′ぃ

」 A
J
望
や

や
W
と

柄
■
終
′
維
肺
聴
終
樽

と
A
J
終

′
A
」
く

や
や

樽
と

帥
捜

逆
や

S
V
O
摘

S

V
と

ヽ
■

°
や
や
瑠

純
楔
世

題
対

O
W
起

メ
批

尽

終
栄

楔
G
終

鰹
や
担
樽
▽

相
役

ぷ
時

と
,
いや

や
■

代
お
′
は
陣

G
世

肛
や
起
樽
▽

▼
埋

く
や

る
ヽ

■
°

回
隠

却
甲

く

ギ
ほ
 
軽

目
く G

敵
組

空
親

G
■

1
」V
歴

捜
や

翌

ぺ
V
と

W
′

眠
回
く

G
ぷ

ぶ
や
担
楔
V
拘

く
報
組

終
ヨ

▼
と
や
ヽ
′い

逆
終

楔
科

赳
田々

とヽ
■

終
′
翠

く
や
選
′や

報
組

や
彗
や

る
G
や

■
°

中赳操暮

暮
操

 
鰹

尺
樽

と
く

や
■

ヽ
黒
°
t
l
l
l
怠や
報
組

や
鯉

S
樽

拘
と
′

や
ミ

や
日
ぶ
伸

料
や

引
告

楔
憑

再
中

G
終

球
や

0
相

■
終
′
求

」
報
組

担
四

や
ヽ

中
ミ
A
」 °

飛
対

′
M
く

る
時
瑠

韻
忘

望
ぺ
十

里
ふ

l
卜 小

ペ
ー
終

拘
楔

お
十

く
d
て

お
ミ
樽

と
糸

お
直

ミ
樽

る
A
」冬

°
報
部
よ

G
く

続
や

や
剰

や
や

樽
G

▼
0
相

′い
G
や

■
°

学
四
 
林

蝶
組

字
竹

,
トト

1
卜 や

卜
A
」
■

S
楔

′

寧
く

G
拒

や
蕊

と
▼

と
や
母
ぐ

け
く

G
R
担

扶
妊

望
t
l
l
l
壇弧
終
肛

と
G
や

■
°
ぷ
べ
対
樋
避

判
回
l
l
g

O
楔

定
岨

N
G
樽

笠
G
担

や
メい

と
'
い拒

や
蛇

ゆ
楔

く
や
嫌
黙
組

樽
約

や
′
や

ミ
終
■

'
」 V
鞭

き
や

地

い
G
や

■
°
ぐ

回
や
(
珊

望
楔
V
拘

く
G
竹

l
トト

|
卜ヽ

卜
終

と
ぐ

と
で
神
さ

や
峰

S
W
と

や
よサ
刺

終
′

ぶ
ぶ

G
怒

制
1
杓
ば

誉
楔
く

楔
や

」
担
《

純
樽

邸
賦

や
■ト

メく
や

る
や
A
」日々

とヽ
■

°

ど
ミ
灼
や

″
回
《

起
里

く
望
廼
廻

撻
甑

組
や

叶

ぺ
蒋

る
G
t
t
K
頭

や
■

糸
お
′
軽

嵐
想
甲

学
軽

目
く

ぷ
謡
捜
縮

樽
約
や
球

終
‖ ほ

ど
収

る
′
球

G
t
t
N
対

O
 
W
t
t
S
黙

ミ
ミ

や
°

や
O
W
′

《
埜

望
早

く
無

《
や
搬

や
や
ぶ
く
E
や
蚊

続
回

糸
さ
雫
組
和

鯉
― ‐

W

せ
や

G
や

′
早

く
Q
岬

梅
望
S
金

帥
や

や
ヽ

や
′

《
豊

蒋
盤

金
終
牛

0
円

蝶
純

榔
■

°

(
招

 
目

答
逆
起
報
組

織
機

や
▼

と
や

G
や

■

終
′
駅

巡
望
ば

樹
O
W
と

や
G
廼

照
I
K
せ
く

超
終

増
や
神
′(
日

ヽ
役

0
楔

S
■

や
や

ど
や
′

や
G
伸

′(
向

ヽ
各
時

代
も
時
鮒 ほ

ど
や
拝
判
R
G
ぐ

黙
や
軽

と

ヽ
■

°
や
■

へ
な
′
翠

答
望
報
組

や
機
A
」Ⅲ

各
辞

答
G
騨

雄
終
理

や
▼
寧

く
逆
母
組

終
峰

▽
対

車
ナや

G
起

恩
蝶

豊
樽

副
壁

や
■

°

擬
冬
咲

伸
へ

D
牛

い
ぷ

円
D
▼

′
対

埋
l
t
対
釈

ぷ
組

や
熙

G
I
縮

里
鰹
コミ

や
ヽ
メい

逆
樽
ぶ

相
お
楔

終
′

相
役
榔
役

′
早
く

G
剖

壇
l
t
搬
円

と
ナい

服
き

や
担
団

G
悪

盟
担
劇

G
W
と

榔
仲

く
°

暮
操

 
|
く

求
国
貯

G
Щ

【
伴

廊
G
瑠

眠
G
控

望
К
t
t
G
霊

卜
ぶ
組

終
鳴
金

ヽ
0
楔

終
′

k
t
E
H
終

0
と

楔
役

と
楔

報
組

や
(
冬

伴
逆
霞

G
▼

担
畳
ど

樽
と
くい
や
′
鰹
朝
I
偶
細

終
日
選

樽
G
や

■
°

К
瑚

G
報

へ
各

や
細

業
終
懲

S
や

と
や
樽

ミ
V
‖
H
l
く
や

つ
榔
′い

G
や

■
終

(
黙
)
°

や
ミ
糸

お
ぷ
規

|
|
1
幽宝

G
世

逆
担
″
饗

眠
瑠

眠

G
贈

鉢
終
飛

O
V
駅

熙
G
雌

搬
担
寵

娯
対

O
W
や

純
V
と

"
お

報
°
ど
ミ
灼
や

´
ぷ
規

|
|
1
出や

巡
式

D
t
t
 
G
担

聖
A
」く

勺
終
疑

ば
や
′
巡

0
と

G
担

窯

や
G
望

′
革
煙
組

や
終

超
虹
求

や
る
牟

ど
や
■

°

l
l
l
l
珊革
駅
G
需

貯
名
・J
いJ
望
増
郎
°

F
l
l
l
l
E
補

壇
』 学

卜
へ

ヽ
前
卜

器
《
避
題
帥
P_EЩ

再
『仰
E相富』 蟻

蝶
縮

蟻

窓潟運ＥｏｒｍＮ運眼・紳帥○

。
Ｎｅ暮やく∞斜や■馴ば

申釈障離帆Ｇさヘミ日
′

さ

ミ■Ｇや緯程ミ約鯖眼里維

『賠‐‐‐‐正
』再頃ヽ一逆卜ｍヽふ

さ甲く
。

や畳ＶＯ対冷ぐ相報

″尺部極控鰹球〉）判ベト

〔Ｇポ伊，剰「植―――ＩＥ
～ヽ約榔

ぐ
′と

蝶維や楔ＲＥ帥Ｇ容

ヽ卜Ｈや■・ふ―、コト用

′
朴Ｘ
′

朴ぐ翠
′

朴誌饗
′

朴

尽対
′

ぐ０廼巾神点苫惟―――ＩＥ



■
N
A
」
や
ミ
伸
眠

糸
黒
楔
鰹

基
G
r
_
E
観
押

望
合
楔

煮
回
く

楔
や

終
聴

組
や

0
▼

′
剣

里
ミ
▽
票

ビ
担

蜜
や
叶
ペ

ミ
他
料
ゃ
担

ミ
ゃ

G
役

冬
想
A
」仰
E
S
 
W

終
や
製

や
G
や

■
°

X
8
‖
G
G
卜

ぶ
組
対

へ
韻

躍
G
縦

セ
鮒

A
」糸

′

や
′い

る
′●
則

組
終
′
舗
症

笙
E
E
l
終望

や
鳴

S
 
t
t
 
G

や
■

°
舗
巡

′
判

味
望
螺

や
眠

樽
る
笠

な
る
伴
貯

樽
博
く
κ
里
空
樽

S
 
t
t
 
G
や■

終
′
約

一
く
A
」報

組

や
ヨ
■

く
や

る
樽
▽

樽
ゆ
▼
め
ヽ

0
楔

G
や

′
冬

梓
望
け

O
W
純

楔
A
J
卜」
ぐ

や
ヨ

V
▽

や
6
年

も
伸

到
倉

や
剰

倉
0
ぐ

終
′

田
(
望

趣
ぐ

代
金
柄

中
く
°

学
四
 
や

ナい
や
■

黒
°
幽
思

豊
思
空
壇
【

、
_
‐

権
望
理

慨
G
軸

終
ヨ

G
世

望
懇

ト
ベ
組

終
′
ぐ

糸

な
ば

ミ
空
ミ
牛

糸
や
■

粂
|
|
|
○○

○
圧
宝

相
0
楔

°

R
担

相
終

田
○
○
く
際

G
式

制
E
や
■

Q
や

′
■

句

V
終

懇
望
鰹

や
ミ
楔

G
や

■
°

ぷ
螢
や

′
饗

理
将
眠
A
」|

|
1
幽G
批

暮
や
担

や
ミ

柏
や

G
醤

神
ミ避

榊
組

対
と
′い

理
ビ

G
翠

郷
や
轍

(

逆
わ
楔
斑

避
や
思
ぺ

V
蝉

式
謡

ぶ
轍
組
や
豊

s
、

■
°

よ)
ミ
担
舗
巡

G
式

‖
E
革
ぶ
埋
榔

や
螺

▽
G
や

■
染
′
蝉
式
謡

ぶ
閑
組

空
d
廻

敵
ぺ
ぶ
瑠
鎌

忘
敵

′

撲
黙
細

相
や
K
I
H
t
t
K
l
t
I
も

相
小

°
や
0
や

′
題
眠

《

眠
窓

G
世

望
起
巡
機
榛

梓
嵐

卜
G
t
E
E
怒
楔
ゃ

G
患

授
や
′
恭
雑

里
J
怜

里
婦

ぷ
組
伸

翌
代

や
択
峰

お

W
選

S
▼

′
G
や

望
蝉

式
部

ぶ
照
組
A
」O

W
翠

冬

く
ミ

や
斑

逮
控

則
抱
維

0
や

とヽ
■
°

や
′い

る
′い

)
A
」や

部
巡

望
栄

貧
や

G
担

母
苺

咲

終
搬
′い

G
や

鞘
:
騨
楽
や

0
ミ

ヽ
中

く
°
ど

ミ
約

や

舗
巡

G
様

0
と

服
壇

担
′
l
E
蝉
翌
眠

余
想

G
謡

雄

対
舗
式

G
軽

目
く A
」や

楳
黒

ヽヽ ブ尊
S
ミ

楔
対

と
′ぃ

ゃ

ぺ
R
終

代
金
榔
■

°
いヽ

金
′
4
轍
終
寝
く
理

や
け

や
利

と
′い

ぷ
I
E
〔糸
恐
式

瑚
E
G
照

く
豊
樽
翠

雄
題

や

純
や
A
」
と
′ぃ

′
訳
朝
E
料
埋

G
隠

服
や
鳴

や
G
t
t
A
J

と
,
い緯

や
英
避

G
く

奈
さ
歴
拘
榔

0
収

°
や
′ぃ

る

,
い謡

担
幽
駅

朴
G
よ

や
担
ミ

相
S
ヨ

和
ミ

▼
と
、

や
く
°

一
―

柚
G
聖

′い
終
穏

雄
終
ゃ

相
v
3
0
w
と

楔

A
J
と
ゃ

卜」
A
J
や
0
ヽ

ナい
へ
°

暮
操

 
学

空
S
t
t
R
終

蝶
辛

O
W
と

柏
■

へ
お

い
一

体
～

′卜
小
卜

終
性
博

か
楔

G
や

■
°
ぐ

G
田

 
温

く
G
ば

州
州

婦
担
′
贈

熙
G
伴

4
M
L
伸畷

憩
A
」D

W

館
O
W
と

柄
■

°
ば
村
州

艦
A
」
3
↑

G
担

、
ふ

―

ユ
1
卜ゃ

卜
望
併
錦

望
料

▼
ミ
徳

と
る
起
牛

樽
G
ゃ

■
終
′

や
′い

や
担
樽
v
鯉

熙
G
伴

貯
や
終

ぐ
ゃ

G

や
終

く
0
無

お
や

望
樽

S
▼

′
磐

料
告

や
縦

や
い

一
体
―

か
ト
ト
ゃ

さ
な

樽
る
°

け
0
▼

0
榔

ぺ
空

る
と
い」
却

終
樽
へ

樽
奈

や
拘
牛

′
堂
察

伸
瑠

ぬ
や

娯
キ

終
日々
V
神

G
V
O
相

′ぃ
°

ギ
蟹
 
照

旧
A
」巾
E
二
柄
■

ミ
′
眠
ぺ

や
A
J
 
A
J
ぐ

や
伴
柿

望
O
W
′

《
埜

望
空
《

拘
ゃ
根

嗽
粂

碍
や

G
望

題
皿
や

い
鞭

ゃ
A
」
る
′ぃ
控

鯛
役

ぐ
′い

対
と
,
ぃ

ば
終
O
W
と

榔
■

°
(
く

や
(
提

伸
世

や
樽

終
さ
′

濃
対

0
▼

起
E
O
A
」

よ)
ぐ
望

と
や
R
熙

伸
性

楔
申

0
ミ

や
ヽ
メぃ

望
樽

G
▼

と
や
撻

0
そ

0
榔

■
°

暮
無

 
や

ミ
終
式
朝
l
樽
勺

や
廼
′
恭

ゃ
世

S
▼

と
や
く
A
」世

G
V
と

や
と
く

樽
灼
′

碍
奈
容

拘
柏

逆
ヨ

▼
D
ヽ

と
榔
■

ヽ
黒

°

学
Щ
 
基

驚
・
尽
鎖

や
ゃ

ゃ
ナい

樽
G
や

■
終
′

肛
盤
神

A
」奈

′
熙

巡
や

へ
樽
マ

樽
G
V
■

終
ゃ
利

卜」
で
終
や

とヽ
ゃ

や
楽

尽
学
′
恭

や
思

G
楔

く
続

樽
へ
樽

糸
1
封ゃ

」
後
ミ
樽

3
用

と
,
いヽ

,
s
樽
さ

や
′

ぷ
駅

望
館

。
W
と

時
代
Щ

や
G
や

G
伸

撃
押

■
ゃ

臣縦そく

ヽ
や

樽
濃

逆
や

や
V
と

ヽ
■

°

(
ぞ

 
併

帥
A
」
る
ゃ

A
,
A
J
望
田
終

担
遵
撻

や
■

終
′

べ
l
ト ト

ペ
ー
続
く
黙

怠
眠

柄
や
榔

や
醸
台

樽

と
いJ

A
」担

伴
貯

や
担
碍

や
ど
ミ
灼
や

′
《
伴

樽
按

壇
や
起
鳴
金

柄
Ⅲ

く
°
肛
盤

G
よ

け
準
恵
樽

闇
煙

終
薇
l
l
榊
よ

伸
瑠
告
ヨ

0
▼

鳴
や
摺
Щ

思
恨

聖
退

や
い
ど

′ 
|
く

も
対

S
G
曜

翌
G
卿

る
望
0
楔

終

O
W
い

や
約
O
G
て

樽
む

ミ
毎

る
と

樽
と
G
望

″

樽
楽
樽

終
ぷ
ぶ

や
担
↑

榔
V
《

醤
約
ミ
ヽ

中
く
°

K
国

笙
と
ぐ

る
ぐ
鳴

N
A
」
田
0
と
ヽ
■

終
′
ぷ

規
照

や
や

さ
欝
賦

G
■

逆
′
式

劇
l
孜
墳

G
ト

ロ
終
′
悪

式
鯉

盤
終
へ

や
る
よ」
対
や

ミ
金

′
黙

い
へ

G
禅

式

球
や

饉
v
A
」
題
円

く
知

と
樽

と
G
や

■
°

1
ぺ

国
く
貯

G
蝉

求
糸

お
|
ミ

ペ
l
H
t
t
 
G
基

驚
・
基

盤
柄

や
や

辞
眠

G
t
t
t
E
l
駅 剣

曽
無
即
朴

G

篤
ぷ
榊

終
と
榔
■

°
肛
娯

翌
埋
奏

蛸
G
控

終
期
t
l
I

察
や
′
嶺
に

や
豊
金

埒
告

▼
と
V
■

や
や
榔

金
翠

眠
式
J
H
E
やや

ぺ
樽
V
▼

や
J
t
t
 
G
程

ミ
誉

や
■

°

0
へ

0
ぐ

担
辞
駅

G
壇

蕊
駅

対
と
や
ミ

▼
と
柄

■
°

よJ
ミ
糸
お

担
峰

ぷ
や

′ 
|
く

も
A
J
s
G
く

題
や

′

式
制
E
伸
J
埋

け
ぐ

望
座

や
や
く
れ

禅
い

ヽ
ふ
円

0

W
離

縛
D
′

伴
世

や
や

窯
謡

学
選

R
や

Ⅲ E
t
t
 
W
廻

S
樽

萩
墳

や
お

V
と

へ
蒋

ど
ミ
冬

樽
金
相

伸
く
°

よJ
G
憾

瑠
′
熊

く
O
W
と

や
回
(
G
t
t
R
や

空
《

式
劇
E
抱
円
臣

糸
な
ば

ど
V
笙

′
や

担
け
料
や
担

ミ

樽
と
A
」
と
や

硬
選
使

N
t
t
S
 
W
る

ヽ
■

°

製
日

選
割
E
申
朴

そ

―
一

蜂
蝶

瑠
弾

や
眠

田
く
よ

眠
怒

鳴
S
w
′

軍
代
却
長

0
収

四
E
E
E
l
学 ′
蜂

眠
よ

意
′
服

緒
G
」

や
熙

ミ
ゆ
楔
l
E
4
担ミ

金
"
■

ミ
°

単
Щ
 
肺

熱
H
4
冬や

は
▼
も
相
■

A
」 ′

田
く

続

約
′い

と
や

ヽ
メい

逆
式
¶
E
や
熊
S
倒

尺
▼
拘

楔
G
糸

終
念

糸
金

ヽ
■

°
や

G
鞭

き
や
担
綜

恋
蕊

対
O
w

や
′
窯

縛
伸
鞘
せ

■
や
卿

虫
A
」O

W
ゃ

′
終

担
《

熙
′

ぶ
ギ

超
望
服
ぷ

終
飛

ゃ
A
」政

G
▼

と
柏

小
°

眠
回
く
や
寒
球

対
D
V
哨

慕
望
果

冬
相

0
楔

°

小」
ミ
担
榔
役
基
撫

G
い

る
▼

る
神

と
式

朝
]
や
■

ミ

想
控
緯

終
ヨ

や
と
や
や
ど

や
彗
代
金

榔
中

く
続
°

円
S
代

ぺ
格

とヽ
は
や

増
V
や

瑠
純

程
式

劇
8
′
桜

廊
=
G
Ⅲ

底
キ

|
|
い
G
環

‖
l
つ
く
ミ
相

め
楔
°

輿

駅
逮
樽
狙

廻
仲
と
や
+
点

,
0
▼

とヽ
小

冬
′

や

杓
や

役
ど

ぷ
ば

や
卜

末
B
―

卜
か

卜
か

ヽ
′ゃ

円
と

′や
R
意

担
l
E
S
回く

R
眠

式
終
瑠
地

▼
楽
な

や
い
°

<
招

 
『
田
(
幽

駅
剖

E
l
m
「増 (
』
赳

■
′ぃ

帥
岬

０，ａヽい３も“挙望８博電母″

３曽‐栄くＬヽ「堺ヽ「熙守魯遵

∞―い度〓く田需凶田宅■精ほＲ

】ホＨ耐黙岬悼〈終眠ぐ電軍横瑚〉

■】将熊Ｇ慕想栞＋せ持室卓慨■

。や
求蝉中終革娯単楔

つ濃噂望ギ貯専―需健蟹

Ｅｏｏｏ
、

０醤　基やさ―ミ体

圧ｏｏい
ぃ

ヽい【　広墳∩＞∩

■に再　嗅献もい単酬

釜対黙Ｑ終回

】睡誉団帆や緯縄碍蝉

Ｅｏい∞
、

卜自・
一四ｏｏ∞・
ヨ斗いく

榊賦眺臨キ

黙暮Ｇ駅窯堂判手

圧ｏｏｏ
．

Ｈへ　瓜いいい。宰ゆ的

再眠ゆ　曙神釈障帥描拒

いヽ煙距・Ａ破蝉畑

志怒・郷篠・最横

躍螢一一適

終ЩＸ題蝉村

や窯申神翠判■〉壇

的や継榔島やＸ・僻ヤロ

ミ騒土ｕ横伸維帥棋Ｇば回

い翌

′
単悟卜ふ心〔十寝喪

圧ｏｏ∞
．

】・肛ｏ鳩・軍いく

隠阻棋田贈柳神鯉仙田桓

轟
制
回

一ミ霜棋細Ｇ尽

やヽせ細梶くＫＧ帥棋掠穏

Ｅｏい０
、

的【・はい熙・軍ゆく

旋磐珊曜Ｋ

榊メ怖幽思選饂薩 無配回導蟻獅属打

官―い（鞘端要駅】

民柿率く

棋田仲鱗 終醸回導暉肥ｈ相



や
■

終
′
幽
駅
役

ど
や
担
樽
▽

′
く
卜
回
′
終

躍
螺

J
G
尉

朴
終

へ
樽
S
く

G
V
と

ヽ
■

°
A
)
ミ
」
ヽ

G
V
牛

る
無
く
【
(
G
町

も
終
響

0
ヽ

お
楔

°

終
操

 
悪

求
包
式
朝
l
赳
料
(
′

や
ミ
楽
β
辞

眠

け
よ

ヨ
G
磐

緯
や
′

勺
G
ヽ

′い
穏

ム
ミ

!
I
K
ヽ

や

式
r
t
l
E
終瑠
純

や
G
糸

°
朴

即
や
ぶ

へ
や
親
憲

Q
▼

と
や
A
」 ′

暫
く

G
世

逆
約
や

さ
て
瑠

告
樽
ど

ミ
竹

と
ど
樽

と
A
」末

′
や
′い

る
アい

)
A
J
終
怠

冬
金

や
■

各
G
や

担
や

と
ミ
対

政
′↑

Q
や

■
°

日
は
朴

G
州

慮
超
瑠
眠

終
瑠

■
0
楔
鳴
刺

勺
′い

難

ミ
や
糸

G
■

ゃ
ヽ

中
口
'
ト ー

(
単
ミ
朴
)
や

■
°

や
や

′
る
相

苺
l
E
X
樽想

t
l
K
朴 超

′
辞
眠

担
樽

御
瑠

和
や

G
奈

や
■
°

約
G
ヽ

′い
や
さ

副
観

瑠
禅

や
利

0
▼

瑠
純

や
G
代

や
隠

イ
禅
ど
ミ
空

卜
票

理
担
控

わ
い
拘
Ⅲ

Ⅲ
く
° 

|
い

想
力史

G
ヽ

今
逆
留
眠

G
巡

継
隠

や
卜

さ
―
‐
終
飛

や
奈
お
ダ

眠
終
製

A
」や

″

や
担
′

翌
様

引
望
卜

さ
―
‐
終
樽

と
円

よJ
ぐ
空
や

る
G
や

■
糸
S
′

謡
ぷ

望
や
卓
や

樽
金
ヽ

中
く
°

く
卜
回
′

酬
(
樽
や
怠

鯨
G
く

望
翌
眠

終
樽
御
瑠

l
」や

G
楽

へ
か

や
や

念
冬

ゆ
▼
や

さ
′く

や
ヽ
′い

謡
ぷ

伸

々
終
ど

楔
G
担

′
t
l
l
l
怠望
対

O
W
や

対
W
や

ミ
禅

望
樽
S
ヽ

お
程
°

<
招

 
幽

駅
判

と
や

|
い
G
需

や
′
■
て
▼
G

ど
G
黙

軽
G
翠

眠
終
殿
純

W
′

く
い
や

や
盛

州
I
終

ヨ
▼

る
や

G
や

■
余
憑
′
帥

韓
や
ヨ
■

世
臣

担
十

怠
飛

0
楔

G
望

′
や

G
ぷ

G
慮

鴎
k
G
珊

紳
G
く

終
患

な
樽

へ
0
楔

G
や

■
°

賦
懸

G
翌

眠
G
世

望
約

A
)
榔
や
斑

尽
終
栄

楔
へ
′

専
〈 E

G
t
t
G
筆

ヨ
終
勺

ナ)
糸
A
」
と
′ぃ

り
剰
や

冬
く

神
維
窯

S
W
る

楔
台
′
鳴

G
肛

拘
柄

や
利

告
ミ

笹

る
と
A
」政

S
W
R
縮

翔
幾
ヽ

や
投

S
V
と

程
恐
′

鞭
終

押
凶

G
思

神
神

や
餐

0
楔

G
や

笙
神

る
奈
°

や
′ゃ

や
尺

や
A
」悠

矩
樽

よ〕
刺

終
と

い
と

と
鳴
金

ヽ

■
°
帥

君
く A
」
る
ゃ

ド
望
0
楔

や
くい
や

御
も
帥

和
く

逆
絹

く
や

と
楔
役
拘

′
I
I
I
l
t
t
G
辞答
里
肛
暗

G
ミ

や
瑠

‖
κ

G
宗

分
G
樽

灼
伸

回
く

W
卜

」
く

樽
】
J
 
A
J
終

引
回
ギ
S

G
楔

く
役

樽
判

斌
カミ

V
る

▼
や

S
S
V
′

 
|
く

や

つ
相

V
樽

や
代

終
賀

ミ
笹

A
J
車
る
相

■
°

四
皿
望

0
と

▼
t
l
l
l
寒

ぷ
照
対
辞
くば

鴎
A
」や

料
イ
′

=
くやく

・ヽ
き
くヽ
需忘
対卜
刺
母岬
1
卜
・
H
l

序ヽ 寒
Ⅲ く

G
甲
さ
七
:
冬

さ
窓
畑
I
伸
副
態
■

や
より
却
終

や
純

や
肺
瑠
く 出

′
ぐ

柄
や

田
く

望
担

樽
楽

G
 
t
t
 
G
や■

°
や
担

増
煮

望

ど
鳴

や
糸

用
と
や

A
」 ′

蝉
望
蛍

来
A
J
ポ
イ

▼
や
■

粂
′

駅
起

代
金

"
中

く
°

阿
―

B
ふ

K
担

や
A
」や

A
」貿

眠
式
瑚
E
起
田
《

逆
拭

イ
▼
へ

や
る
や
■

0
′

く
州
I
ゃ
e
s
v
s
(
無

」
終

S
W
と

▽
く

出
G
度

雲
G
理

埋
や
■

°
や

0
余

0
楔

容
製
味
畳

」
は

▼

ホつ
′

卜」
G
ヽ

かい
望
とく
‖
E
G
陛
習
増R

t
t
pさヽ
く κ

鮮ミ
や《

A
J
 
t
l
l
l

熊
ぷ
鴎

G
に

よ
G
t
t
l
E
や
ヽ
A
」倉

楔
(
空

慕
倉

V

会
や

0
ミ

榔
や

く
°

終
操

 
や

ぽ
や

′
舗
巡

′
基
蘇

縦
本
堂

′
笠

S

対
く

約
冬

0
楔

G
や

■
°
駅

起
翌
低

終
噂
ぷ
ギ

0

W
と

や
ミ
勺
′い

へ
担
冊

躍
超

せ
担
鞭
眠

終
怠

糸
ミ

▼
と
相

■
°
照

ぐ
ギ
■

や
ヽ
金

鳴
ぷ
ポ
■

や
四
′い

終
対
拘
ぶ

逆
A
」
S
W
担

黙
神

G
や

■
終
′
H
E
l
頁字

玉
G
黙

選
終
《
和
V
樽

S
ヽ

■
°
役

と
楔

と
い
貯

望
1
回

笠
な

る
′
組
鷲

G
熊

や
S
対

慕
倉
1
)
ぐ
壇
′

伸
慮

終
《

純
へ

G
 
t
t
S
′
辞
眠

終
ふ

へ
G
t
t
S
n

柿
■

°
や
′い

る
′い

幽
望

田
雑

還
望
萩
墳

や
純

や
ヽ

↑
望
′

《
く
樽

終
蝕

V
や

さ
や

る
対

と
ど
樽

る
世

察
望
栄

▼
と
や

G
や

■
°

く
驚
 
伸

担
楔
▽
や
く

「 や
ぽ
式
帥
」
へ
代
金

ヽ
わ

楔
黒

°

革
授

 
や

,
いや

′い
′
神

起
A
I
E
t
t
A
」と
′い

A
J
に
は

や
や

や
い
と

や
母
0
れ

く
格

と
楔

G
や

■
終
′
ぐ

G
i
l
o
と
く

担
景

さ
や

る
や
■

ヽ
黒

°

崇
ほ
 
郊

巡
担
■

句
▽

V
′

耐
購
役

ど
や
や

く

回
く

Q
岬

癌
終

い
る
程

Eヽ
慮
続
い
貯

栄
W
′

《
拘

と
ぷ
綱
l
や
瑠

よ)
か
ヽ

お
楔
°

よ)
G
肺

ま
G
t
t
l
I
E
l
伸

ば
▼
や

鯉
控
嶋

る
や
■

ヽ
黒

°

慕
操

 
回

引
終
期
く
ミ

▼
と
や

よ」
A
脚

鳴
S
 
t
t
A
J

空
車

とヽ
■

終
°

(
そ

 
終

空
′
R
回

(
R
眠

訳
G
橿

部
や
′
鰹

ぷ
G
よ

志
や
t
l
E
l
怠終
帥

V
【

ぐ
や
思

ミ
金

相
0
楔

°

倖
担
金
鰹
料

V
▼

や
な

る
程

と
G
や

小
°
絹

(
蕊

A
」O

W
や

侭
料

D
′

や
G
式

朝
l
G
控

遥
逮

樽
【

ぐ

望
い
る
W
窯

ゆ
V
や

S
′
↑
A
」単

栄
や

ミ
終
ぶ

式
`

(
〔)甘i

F
くIE
l
!
・ 」:F

くキ科 信:
A
J
か
W
〔
H
:
せ料
い
A
J
る
′、`ヽヽ

,
い樽

,
パ 写 〕

G
や

E
E
l
l
翠0相

お
楔
°

革
操
 
回

蟹
韻

R
や

く
併
壮

縄
:
k
」
地
暮

帥
器

″卜
く
1
卜ヽ

や
豊

や
純

0
ミ

ど
望
神

G
楔

ふ
い
批

暮

や
■

終
′
駅

起
碁
連

世
ゼ

冬
お

′
糧

来
や
く

約
樽

辞
眠

終
鳴

や
円

田
(
や

批
尽

G
鰹

珊
E
終
飛

や
よ)
対

ど
ミ
糸

や
W
と

楔
G
や

■
°

や
■

糸
憑
′

鳴
ミ
役

「 細
桶
凹
卜
」
留
限
い
思
G
榊

叫ヽ

整
授

 
基

罵
・
怒

盤
G
営

担
翠

眠
朴

担
年

1
」▽

米
韻
や
殺

も
′
ぐ

国
担

も
く
樽

K
t
t
 
G
 
t
t
A
● 望眠

終
と

G
▼

0
柄

Q
V
と

や
G
や

株
謙
伸
殺

告
▼

る

柄
Ⅲ

ミ
終
′
終

超
わ

か
ぐ
′
判

題
G
螺

壇
A
」空

料

役
剣

車
メG
G
や

■
°
R
回

く
糸
0
盟

:
な
O
V
ヽ

ムや

や
V
基

驚
・
巡

盤
終
灼

G
摺

眠
G
翠

眠
や
鳴

G
楔

冬
対

と
,
ぃ
,
A
」伸

円
0
▽

緯
縦

や
和

や
役

や
や
A
J

車
るヽ

■
°

とヽ
l
I
E
嶺廻

卜
剰

盛
と
や

る
時

G
担

′
り
よ)

や

製
拘

楔
お
革
州
E
終
《

拘
と
糸

お
A
」【

鯉
慢

終
基

金

逆
眠
尽
や

廻
と
V
も

楔
や

G
や

′
目
指
終

朴
g
望

起
組

▽
S
烈

翌
G
要

黒
終
樽

と
G
や

■
°
瑠

純
や

冬
瑠

純
樽

と
冬
や
怠

代
S
樽

と
辞

眠
や
選

逆
鯉

楽

O
V
と

と
G
糸

°

目
眠
朴
神

G
ぐ

終
窓
理
終

|
ミ

O
I
H
貯

望
′
無

ほ
空
田
十
貯

望
1
回
し
な

る
も
約

と
将
眠
釧

]
や

ば
ど

W
る

V
′

窓
ぷ
用
は
目
眠
ミ
S
I
H
十

貯
程

い

へ
0
1
卜ヽ

卜
申
学
倉

▼
岬
捜

望
お
楔
な
く
肺

終
餐

や
A
J
と
ゃ
b
p
l
冊伸

珊
E
と
楔

G
や

■
°
十

く
貯
巡

」

睡
眠
翠
眠
絵
瑠
地

▼
′
ぐ
そ
担
い
窯

か
V
と

楔
G

役
A
」 ′ 

1
製

′
世
ゼ

G
鯉

駅
望
樽

ゆ
▼
0
榔

↑
ミ

ど
や
■
°
申
極
起
や
く
樽
や

G
や

と
と
G
や

つ
ヽ

′い
糸
°
ぷ
ギ
に
ば
担
や

い
対
賦
V
や

ぶ
や
ど
ミ
包

と
ど
柏
中
く
°
鳴
A
」や

服
せ
や
さ
金
楔
V
樽

白
糸

さ
車

や
や

瑠
純

や
会

や
D
ミ

樽
3
A
」

仰
E
′ぃ

ヽ
′↑

樽

瑞
ては

導
や
朴
神

!
!
占

!
螺
ス」〔トミ

ヤ
|
、 〔ユ博

N
博

0
ヽヽ
′」E

登る

と
柄

や
く
°

ギ
四
 
や

や
′
相

嶺
凹

卜
や
l
m
k
《 樽

報
組

終
約

はい

瑠選寒導＞８革▲富守８富一

畳為為煮く図ＫＸ摘ＫＫ

曇組は榊熙黙

や■日↓穐ｄぷ

や軍継Ｇぺ息ぶ凹規翌Ｄ判

々〓和時ば告飛野対やほふ

卜ほ廊Ｇ慰長野恩国Ｇゼ世

紀Ｄ熙連粂終癌ギ

。
岨く黙

親◆岨い肥台岨恵岨Ｈ◆岨

彗押◆虻彗理合田埋含癌筆

Ｅ景ｑΦ　榔ぼ弱某暮穏

把Ｇ引眼娯料想避蛤

駅鰻賦慨盤型規

蝉枯足Ｑ判抱岬対Ｇ響型棋

Ｄ峰翌躍貯骨】利やＧ単呂

桜いやいヽ

′
野く里たヽて

ふ逆糸穏逆駅円く！ｋ規思

Ｅ８∞
Ａ

ｒ　榔障砥終肛

興判Ｇ購帥田喘

基盃舗ぜ倉

血挿鮮柿たか竹ふ

ば耐Ｇ製

維極ぐＧ対朴＜蟹叫・朴く

卿も岨Щ

′
程０対桜―卜や

К謎Ｇ担耐＄郊Ｇ‘ゼ判慈

Ｅ寄∞
、

口暉占革費朴Ｋ軽貴

‐‐‐‐Ｅ
蝶ＧＯミ理☆・蟹叫・岨壇

余Ｇや〔磁翠い勾

却磐購Ｇ婦欝

。
や翔里駅斌Ｇ「窯邸母対卿

卿望宝」ＶＤ翌購や式甑～

、旬ふヽやＧ掻ぐ尽終二く

（トー■外楔杓）題郎野剰

０役程）望宝

′
逆賠照無楔

Ｇや対思邸Ｇ揺加尊氷機母

Ｅヨ∞
、

ｒ　榊『盗酬相球

霊邸母対卿四螺景暗耐―――ＩＥ緯

目阿　ｐ題郎Ｇ

択Ｇ回対基蠍田

。
賠耐劇弧船Ｇや鰹熊楔Ｇ

腿〉熊い担卿杓て特卿終く

匝

′
ぐ……畳単

′
ぷＫ・式

眠

′
限歴「思

″
理担畿解ギ

Ｅ報ゆ
、

ヤ　榔■運榔

目目採楳Ｇ終回

対熙題岨斗畿寄



A
J
楽
望
娯

ミ
V
と

や
躍
鯛

担
′

A
)
ミ
赳
遵
燕

ど
<

終
と
や

G
や

担
樽

る
や
■

終
°

苺
授

 
膨

べ
1
1
ふ
ヽ
一

そ
や

・1
1
l
A
」と
′い

慈
仲

や
細
▽

譜
朴

還
轄

黒
煙
代
金

榔
中

く
°

ギ
睡
 
l
I
I
嶺
凹

卜
G
幽

4
E
R
ギ眠

′
思

ぷ
用

l
E
K
辞

眠
出

呂
|
く
,
べ
糸
や
対

と
′い

よ」
A
J
や
■

終
°

慕
操

 
や

や
′
林

ぷ
用

l
E
k
辞眠

空
ぐ

盤
終

ミ
や

と
や
ヽ
S
眠

柴
終
態

と
G
や

Σ
や

や
や
盟
韻

終
終

告
や
結
々

G
e
ミ

担
隠
▽

神
o
相

■
。

(
そ

 
難

と
R
眠

や
■

ヽ
黒
°
拒

韓
判

卜
担
彊

と
や
■

塙
黒

°
十

十
臣
A
」へ

°

革
耀

 
選

栄
ヽ
金
十

十
日
軽

と
剣

と
↑

G
や

や

や
|
|
○
O
I
F
4
貯
」
緯
棋

終
ヨ

▼
と
W
′

く
卜
拘

な
G

緯
や
担
樽

と
G
や

■
°
瑠
眠
朴
神

′
H
朴

神
′
碍

や
と
担

ン
ヽ

向
″
′や

ふ
H
か

ふ
選

避
や

昧
楔

D
V

と
や

る
G
や

■
°
ほ

規
い
窯

蟻
焔

ず
ぷ

回
せ
つ

瑠
り
や
会
や

コ
ミ
樽

と
A
」l

l
l
E
 
S
 
W
や

↑
国
十
貯

楔

い
G
」

瑠
純
榔

や
く
°
鳴

や
よJ
役
ど

や
延
瑠

H
O
楔

)
,
判
担

樽
と
G
や

■
°
終

楔
や

廼
R
緯

や
「 【

題

壊
終
憩
艘

■
や
却
碑

約
樽
V
樽

や
代
恐

る
と
」

対

l
l
 
E
ゆ楔
S
p
w
と

相
■

(
黙
)
°
灼
,
い
O
W
リ

ミ

役
ど
盤
笠

G
糸

°

学
は

 
や

親
′
判

G
告

起
や
′い

る
′い
楽

基
や
蕊

と
▼

とヽ
■

ヽ
黒
°

学
担
S
ビ

《
G
態

蕊
や

ぷ
恐

奈
望
D
樽

と
ナ」
円

望
空
′
幽
駅
や
蕊

ミ
■

G
笙

《

窯
や
■

余
な

°

整
操

 
や

や
ば
熊

延
(
洲

逆
「 ぺ

′
灼
′や

O
V

や
や
や

望
峰
▽

G
」

A
J
る
′ぃヽ

′い
樽
代

イ
と

い
や

悼
S
▼

D
榔

る
ヽ
■
°
R
田

(
G
世

逆
′卜

m
卜

ふ

役
Q
 
t
t
 
G
担 ′

|
|
○
○

国
貯

望
ヽ

膨
‐

】卜
G
将

眠

終
〕|
ヽ
一

K
や

難
ぶ
輿

0
穏

和
ミ
′
批
尽

終
灼

ミ

や
望
熊

ぐ
0
と

代
ど
ヽ
V
怠

余
G
楔

対
車
′い

G
や

■
°

や
ミ

終
′

楔
0
楔

|
く貯

や
｀

G
対

や
■

0
余

S
Ⅲ
争
ミ
′
飛

く
樽

望
出

ミ
楔

G
望

利
告

樽
と
く

無

と
楔
A
」
と
よい

G
担

恭
態

望
翌

0
▽

′
敵

純
や
■

°

(
招

 
ヽ

厳
ユ

!
卜や

即
栄

望
0
楔

維
距

担
′

回

終
や
担
′

碍
詳

ヨ
や
や

′
|
|
1
岬や

や
′ 
1
縮

G
く

和
饉

と
▼
′
黙

空
広

壇
終

叫
V
代

金
相

Ⅲ
く
°

「 翌
く
」

G
 
A
J
A
)
ぐ
G
式

制
]
役
会

な
や
■

°
代

ミ

笙
練

眠
鯛

J
回

や
慨
H
O
楔
親

G
役

へ
S
対

°
や
■

冬
さ
維
躯

や
担
′ 
|
べ

国
国
貯

G
R
柾

規
A
」糸

|

ギく
E
翌」 く

貯
G
柱
畳
将 母
ポき
るu

t
t
p
選と

′
ヽ

レ
‐

〕卜
卓害

田照

担
ミ

ヽ
金

選
とヽ

中
く
°

暮
耀

 
や

や
′
飛

ミ
役

ど
Ⅲ卜
さ
御

や
は

V
′

鳴

く
神

望
難

ミ
▼
′
相
牛

と
A
」田々

や
禅

へ
0
楔

A
J
と

ゃ
G
担

′
A
」
▼
つ
ぷ
矩

や
■

°

(
招

 
や

ミ
担
梶
細

0
楔

よ」
A
J
終
ミ
金

榔
■

° 
 
守

製
約

や
A
」噂

G
V
担

と
や
ど

ミ
灼
や

′
I
l
l
l
怠対
G

題
や
S
終

′や
相
V
ゃ

ム
ー
タト

や
純

樽
る
°
I
E
l
l
怠担

R
樽

樽
と
′

ど
終

D
樽

と
A
」
と
ゃ

権
蝶

や
■

°

革
擬

 
や

や
や
仲

糸
′
l
I
I
橘杷

卜
G
点

対
選

雛

終
′

国
貯

や
や
O
K
―

申
ヽ
‐
利

と
′い

G
望

週
禅

V
広

壇
D
W
る

榔
■

°
や
′い

る
,
い
G
終

監
純

樽
く

や
■

ヽ
黒
°

<
招

 
く

肛
G
く

対
G
■

や
′

国
貯

A
」
る
冷

G

彗
■

拘
V
や

ム
ー
'

0ヽ
け

■
る
ゃ
■

ヽ
黒

°
中

十

貯
や
E
K
―

中
ヽ
‐
A
」帆

や
ミ

V
や

′
寵

G
貯

鐘

望
や

十
喫

か
楔

恐
距

や
製

カミ
V
と

柿
■

(
黙
)
°

や
や

′
国
貯
巡

G
t
l
l
l
怠 担

や
ム
ー
か

や
約

榔
■

°

革
操

 
楔

役
′

E
l
貯
巡

逆
瑠

約
樽

終
0
収

ぶ
0

G
広

壇
終
壕

と
や
■

ヽ
程

°

業
賦
 
や

′い
や々

ミ
W
榔

年
ヽ
°

(
語

 
E
l
貯

ぷ
G
t
t
l
1
4
や
′

鳴
A
」
国
貯

巡
望

く

|
I
K
～

甲
ヽ
‐

望
J
終

金
榔

D
楔

対
l
E
ミ
ミ

ミ
包
′

く
G
合

ヽ
ぺ
鞭
縦

笙
翠
媒

■
や
へ
や

0
ミ

相
や

く
°

「 国
貯

や
や

O
K
中

学
ヽ
‐
」

G
黙

廻
G
喋

恭
担

利
や

代
マ

′
A
)
G
ヽ

よい
望
式

州
8
や
ぶ

用
逆
使

O
I
I
E
l

志
望
区
軽
■

や
ヨ
栄
鵬

」
お

W
田
争
い

「 ミ
径

A
J
対

料 に
縦
」

起
′
<
剖

や
1
鰹

鳴
や
へ
樽

と
糸
′
楔

役

0
瑠

拘
楔
対

純
望
担
G
や

や
鮮

と
楽
紀
神

と
尊

懸

娯
《
翠

‖
]
対
と
よい
l
m
p
恭 望

績
o
w
超

′
R
S
樽

服

経
逆
や
ゃ

榔
■

°

穏
環

て
G
《

▼
ト

ミ
却

め
W

―
一

A
」G

環
帥

G
四

皿
終
梶

も
壇
ぺ

徒
鳴

や
′

や
0
マ

担
′

御
も
綜

く
や
理
0
と

剰
二
′い
や

G
担

鳴
S
柿

■
終
°

(
■

 
や

担
S
′

く
せ
ヽ

S
W
は

壇
■

や
A
」
A
)

ぐ
終
瑠
′い

対
車
ナい

G
や

■
°
々
批

嶺
望
想

く
や

る

時
代

担
字
連
金
批

暮
望
皿

終
と
V
対

日々
と
榔

■
°

や
O
W
【

出
剰

G
瑠

限
終
瑠
榔

逆
飛

G
 
t
t
S
■
や

却
′

学
空
ぶ
【

幽
剰
翠
眠

G
A
」
A
)
ぐ
望
回
終

と
純

相
■

°
碍

対
翌
答

望
ヽ

S
V
′

t
l
E
l
怠終
悪
ぺ

空
区

眠
辞
よ

望
蝉

く
や

と
楔
さ

や
空
金

題
R
G
式

劇
I
望

皿
終

る
マ

母
政

るヽ
■

0
′

眠
ギ

G
R
担

字
延
― ―

眠
単

G
環

帥
望
田
後

と
V
A
」
喪

と
ヽ
■

°
飛

S
e

や
絹
神

望
飛

や
騨
弧
萩
壇

0
楔

服
終
や
贈
巡

O
W

合
V
′

約
く
樽
辞
答

望
想

く
や

合
▼
や

′
約

く
樽

t
l
l
l
寒式
‖
I
や
や
求

▼
る
や
く

望
や

′
ば

や
と
V
′
い

や
望
豊

終
お
終
t
l
l
l
怠逆
鳴

W
笙

榔
や
や

G
終

惟
博

0
榔

■
°

l
E
h
ヨく や

豊
や
望
碍
楔

ゆ
▼
′
四

田
G
贈

投
望
世

臣
抱

奈
ど
"
D
楔

°
即
誌
貯
賠

け
ぷ
持

G
器

J
E
帥

樽
知
や
蝶

倉
楔
′や

ぺ
や
′
難

望
鮮

‖
E
終
《

純
糸

G

楔
や

G
字

辞
飾

望
濃
翻

や
い
ぺ

楔
や

G
′

準
志

樽

肺
悪

や
鵠

謡
A
」O

W
悠

拘
樽

ど
ミ
空

と
ど
樽

と
や

G
樽

灼
′
建

回
線

緯
D
O
と

や
終
さ
盤
卿

O
W
る

純
ヽ

お
楔
°

や
G
ヽ

′い
望
O
W
選

叫
D
W
3
0
楔

畢
ミ

G
式

劇
巳伸

親
A
」里

′
く

ふ
ふ
竹

―
卜
対

樽
や
熊
緯

終
ミ

金
′ 
|
よ

や
式

制
E
A
」‖

(
′

式
珊
l
対
雄
避

A
J
る
よぃ

ヽ
よい

樽
韓

緯
や
′
式
‖
E
G
鯛

ミ
望
ヽ
A
」倉

楔
贈

緯

や
【
料 に

D
V
と

ヽ
小

°
や
ナや

る
′い

服
き

や
担
′

余

e
と

剣
卜」

ぐ
望
朴

維
熙

▽
や

G
逆

樽
や
楔

G
や

笙

樽
る
冬
A
」田々

とヽ
■
°

学
四
 
A
」
や

楽
▽
′

と
ぐ

と
や
樽
く

望
帥

と
▼

と
楔
役

純
′
ぐ

相
や

G
4
1
E
l
t
t
G
 
Q
樽終

金
や
K
H
4
縮

よ」
よ)

や
対

奈
申
楔

A
)
A
J
終
1
紳

′い
ミ
め

る
や
い
°

よ」
ミ
役

ど
無

1
選

G
ほ

ぷ
神

G
R
や

終
刺
口
と
W
▽

ミ
楔

よ」
A
J
担
小

句
V
料
に
き

各
代

金
ヽ
■
°
ぐ

G
巡

型
や
く
珊

望
壇

鎖
O
V
と

や
蝉
隠

や
約

や
く

楔
や

G
耐

々
役
A
」
る
′い

)
対
終
′
絹
神

逆
米
雄

望
と

と

鯉
栄
や
対

わ
G
や

担
樽

と
糸
A
」
と
,
いば

終
0
相

■
°

暮
耀

 
田

(
く

担
く

式
役

ど
笙
悪

凹
0
楔

対
仰
E

尺
ヽ
■

°
よ)

ミ
笙
く

ほ
G
《

《
終
米
t
l
B
望<
拘

樽

l
g
R
服や

′
や

トリ
や

用
ヽ
‐

ロ
ー

ペ
や
拘

楔
糸
な

投

A
」
日々

と
ヽ

Ⅲ
六
°

睡
て
キ
ぐ
判
E
卓つ

余
樽

ミヽ
生
ミ
てヽ

榔
ぬ

楔
終

′

辞
答

逆
ヽ

S
K
H
l
寒
増

雫
終

岬
と
ヽ

■
0
′

よ)
ミ

杓

純
ゆ
冬

ど
望
や

O
A
」
翌

答
や
岸

金
翠

く
や
や

さ
や

樽
と
A
」謡

謡
望
樽

金
ヽ

ヤ
く
°

広
く

‖
E
G
幽

駅
担

ヽ
役

細
苺

も
や

選
邸

や
拘

や
榔

や
里

樽
O
W
と

ヽ

や
く
°

紳
k
G
「

回
く

式
朝
噂

貯
照

」
や

ぐ
巡

拘

お
望
将

甑
樽

【
ぐ

対
樽

や
ヽ
や

躍
細

終
穏

隠
役

ぐ

′い
対

車
ミ

ミ
柄

■
°

や
ミ

や
や

回
(
K
H
4
苺

G
樫

や

G
t
t
r
d
E
や
孜

照
対

0
収

貯
照

終
代

金
柄

Ⅲ
く

や
0

楔
ミ

お
′

よ)
ミ

終
|
い

G
ヨ

黙
【

望
禅

ミ
笹

ヽ
と

G
や

■
終

°

一
一

飾
ぃ
ゃ

代
金

終
劇

,
前

)
れ

る
相

0
程

°

(
1
1
0
1
1
1
貯

|
|
I
Щ十

ぺ
回
)

【 蟻
神
騨
《
】

(
拘
楔
担
ぶ
 
る

対
小」)

|
ぺ

|
|
|
ぺ叶
対
柏
ミ
°
ぷ
博
′

消
せ
懇
《
朴
幽
j
g
R
t
t
l
B
昼式
t
S
《
中
ふ
ふ
…
謡
蝶

(
州 高
0
や

だい 
ミ
い
0
'
」)

|
ギ

く
l
H
l
く貯
よH
中 高
本せ
°
博ぷ禅

′

憩
縛
韻
口
擬
く
瑠
眠
い
患
韓
Ⅲ
ほ
《
蝶
駅
く κ 

翌
眠

隅
細
悠
《
や

ふヽ
―
叢
塔
縮
U
X

(
拘
わ
さ
 
ミ

報
)
|
べ

や
‖
貯
J
柄

ミ
°
隠
禅
′
蠍
眠

球
料
X
朴

黙
ぷ
く
歴
朴
構
＼
X
朴

選
器
郷
く
題
朴
蒔

釈
終
蝉
謡
蝶
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ



1式ャ,キ
r 」.  ぜ

・我“
【

2012年(平成24)7月1日発行(年6回1・3・57・911月 1日発行)通巻第100号

2012.7  NO.100

ミュージアム・コレクション横 l ll大観言己念館  池 田博子

百話百言 炭素14年代法の較正年代  白 石太一郎 1

江戸時代の医師か らのメッセージ 青 木歳幸 14

豊島区 日白の庖丁道 と造酒司 西 村慎太郎 17

〈文イし財〉取材日記 考古学報道が背負 うもの 中 村俊介

変貌するスサ ノヲ神話へ 斎 藤英喜 23

明治時代史大辞典ウォーク 明治の出版事情 (4)26

古城をゆく 河後森城 中 井 均 28

歴史のヒー回―・ヒ回イン 英祖王  又 吉栄喜 31

厘劃釜震累寧取繍 改木村玲欧
内容別総索引 (第51号～第100号)45

Tli

通巻100号 記念特集 歴 史と私 2

池内 紀 /上 田正昭/大 塚初重/佐 々木宏幹

瀬野精一郎/直 木孝次郎/中 野三敏/平 野邦雄

峰岸純夫/山 折哲雄/脇 田晴子

吉川弘文館

０
，
７
′

・復
人文・社会科学、理・工学の最新成果を結集

『内容案内』送呈

貞観年間から東日本大震災まで

口が

歴史災客

事典
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北原糸子 ・松浦律子 ・木村玲欧編
1 5 7 5 0円  菊 判 ・上製 ・函入 ・876頁・原色口絵16頁

978-4-642-01468-7

貞 観年間から2011年 まで、日本列島を襲った地震 ・津波 ・噴火 ・台風 ・

火災などの災害を収録。人文 ・社会科学、理 ・工学など関連分野の第一

人者を結集し、災害のメカニズム ,被害 ・復興 ・防災などの総合的な視

点から書き下ろす。個別の災害項目に加え、専門用語解説・コラムも充実。

これからの防災 ・復興を考えるための画期的 〈災害総合事典〉。

(本事典の特色)

災書の歴史から防災と復興を考える、初めての〈災害総含事典〉

貞観年間より2011年にいたる、地震・津波・憤火・台風などの災書を個別に詳説

理学・工学、歴史学、社会科学など、関連分野の研究成果を結集した画期的編集

個々の災書項目に加え、各分野の用語解説や、災書と現代社会を考えるコラムも充実

特集として巻頭に「東日本大震災」を重点掲載
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